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取組みの現状と次の事業展開

令和６年１２月 学研高山地区南エリア土地区画整理準備組合 設立

⇒ 具体的な事業計画の検討
⇒ 業務代行予定者の公募・選定

学研高山地区ゲートエリアまちづくり協議会 設立

⇒ 基本計画等の検討
⇒ 準備組合設立、事業協力者の選定

「段階的整備の考え方」
「骨格道路を中心とした効率的な整備の考え方」 の具体化に向け

〇事業アドバイザー（4者）に対し

・ヒアリング

・事業展開の提案募集（地権者の会） ⇒ 1者から提案提出

R7.11.28 第6回 学研高山地区第２工区事業推進会議
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事業アドバイザーからの

事業展開の提案
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事業アドバイザー提案

（エリア）
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事業アドバイザー提案を受けて
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〇今後の事業展開について

・これまで事業推進会議で議論
いただいた段階整備及び先行
個別地区の考え方に準じている。

・学研高山地区第2工区マスター
プランに準じている。

事業アドバイザー提案を受けて①
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以上のことから
・今回の事業アドバイザー提案をもとに、（地権者の意向も
踏まえつつ）、基本的にはフェーズ２、フェーズ３の順に
事業展開を図っていくととする。
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〇高山東西線の整備について

・高山東西線は学研高山地区第2工区マス
タープランでは最重要路線（産業連携軸）
と位置づけ早期整備を目指すこととして
いる。

・整備にあたっては、B-1工区の面整備と
併せた事業展開ケースを示している。

・今回の提案は、早期整備を目指し道路の
み整備した場合の土工事等を検証したも
の。

・その結果、大部分が長大法面となり最大
法面は30mの高低差となり、土量30万
㎥不足することがわかった。

・仮に面整備B-1工区に併せ、道路整備し
た場合でも、今回の提案にある高山東西
線の北側に同様の長大法面が生じること
がわかった。

事業アドバイザー提案を受けて②
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図-1 マスタープランP72 ケース1高山東西線の整備 抜粋
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〇高山東西線の整備について

今回の提案を受け、高山東西線の早期整備を目指し、次年度以降、
以下を検討する。

① 面整備に併せた道路整備と道路のみの整備との比較検討

② 面整備（土地区画整理事業）する場合の施行範囲の検討

③ 道路のみ整備する場合の整備手法
例：用地直接買収方式、市有地を活用した土地交換方式など

④ ①から③を土工事、インフラ整備（雨水排水、上下水道など）に
加え、事業実現性を踏まえ検討する。

事業アドバイザー提案を受けて③
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〇Ｆエリアの整備について
・Ｆエリアは学研高山地区第2工区全体土地利
用計画では、大部分が自然活用型施設用地、
計画建設用地である。

・Fエリア第2工区内の他地区の整備にかかわら
ず工区外からのインフラ施設の整備が一定可
能な地区である。

＜自然活用型施設用地＞
〇土地利用の考え方
・地区周辺の豊かな自然環境や歴史文化資源、伝統産業など
の地域特性を活かした、最先端技術との共生を図り、新た
な産業を創出する。

〇土地利用のイメージ
・研究者・来訪者向けの滞在型宿泊施設、観光施設
・周辺の伝統産業の振興に寄与する施設
・健康増進などに資する自然体感型施設

＜計画建設用地（自然的）＞
〇土地利用の考え方
・誘致施設の立地動向等を見極めつつ、二次的に整備を行う。

〇土地利用のイメージ
・自然活用型施設、自然活用型産業施設

事業アドバイザー提案を受けて④
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Ｆエリア

図-３ 学研高山地区第２工区全体土地利用計画 抜粋

土地利用種別

自然活用型施設用地

計画建設用地（自然的）

骨格道路道路
既存道路

自然緑地（グリーンインフラ）

河川・調整池（グリーニンフラ）
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〇Ｆエリアの整備について

・今回の提案は、概ねマスタープラン、
全体土地利用計画に沿った計画で
ある。

・しかしながら、提案は目指すべき方
向性を示したもので、まちづくりの
実現には、今後さらなる検討が必要
である。

・また、実現には地権者の意向を反映
させた計画とし、事業化は先行地区
と同様に組合による区画整理事業
が望ましいと考える。

・そのため、まずは本提案をFエリアの
地権者に示し、話し合いを進めてい
くこととする。

事業アドバイザー提案を受けて⑤
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＜Ｆエリアの概要＞

地区の区域：生駒市高山町
地区面積： 約34.5ha
地権者数： 約６０人
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